





























































































































































































































































陳独秀は、1919 年５月４日から始まる愛国運動で、６月 11 日ビラを撒いて逮捕された。３か月拘禁さ
れ９月 16 日出獄し、北京大学を辞任した12。彼は、1920 年はじめに『新青年』を携えて北京から上海に














































1960 年に出版されて、今日でも高く評価されている Chou Tse-tsung(周策縦) の The May Fourth 
Movement: intellectual revolution in Modern China 19では、新文化運動と五四運動を合わせて五四運動
としている。それは、1917 年から 1921 年までとし、広い意味における「知識革命」ととらえている。 
1986 年出版の米国の Vera Schwarcz, The Chinese Enlightenment Intellectuals and the Legacy of 


























英国の Rana Mitter は、2004 年に、A Bitter Revolution:China’s Struggle with the Modern World を










































文化大革命の終結後、1979 年の五四 60 周年は、五四を「新民主主義の開始」と位置づける公定的五
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や歴史意識は、1904 年に公刊した『社会通詮』の中に見出すことができる58。これは、英国人 Edward Jenks
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1919 年夏、北京大学を卒業した傅斯年は、1920 年初頭イギリスに留学、1923 年秋には留学先をイギ
リスからドイツに転じ、計約６年余り滞在し、物理学、心理学、数学等の自然科学から、哲学、歴史学、













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































73  王汎森『傅斯年――中国近代歴史与政治中的個体生命』生活・読書・新知三聯書店、2012 年。同書は、王汎森が、
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politics(Cambridge University Press 2000)の中国語訳である。 
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第１巻第 5 号、1919 年、『傅斯年全集』第 1 巻所収。 
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前掲橘樸「中国民族運動としての五四運動の思想的背景」、454 頁。 
146  前掲橘「中国民族運動としての五四運動の思想的背景」452―454 頁。浜口裕子・家近亮子は、1922 年の橘が、
中国の最大の課題は民衆の「国家意識」を創造することにあり、この意識に現状で目覚めているのは「学生青年」
で、彼らにより民衆は十分に覚醒する可能性があると確信していたと指摘している。「『京津日日新聞』の橘樸の論
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論』は、1919 年に創刊された国民党系の出版物である。惲の史的唯物論への関心の表れは、エンゲルスの『家族、


































少年中国学会(以下「少中」と表記する)は、中華民国北京政府下において、1918 年６月 30 日に四川省
出身の王光祈（1892―1936）・曾琦（1892―1951）・陳愚生（1889―1923）、周太玄（1895―1968）、張夢九
（1893―1974）、雷宝菁（1900―1918）の 6人に李大釗（1889―1927）が加わり、7人により発起され、翌
年、五四運動直後の 7 月 1 日に正式に成立し、1926 年 3 月に活動を停止した青年知識人の組織である154。
















































































































主任の李大釗172を誘い 7 人の発起人で出発し、会の名称や規約 70 条を定めた173、一年後に正式に成立さ
せることを決定し、その準備活動の責任者となったのが王光祈である。 
王は、当時北京の私立中国大学を卒業し、清史館に勤務し、成都の『群報』の北京通信員をしていた。
陳独秀、李大釗が、1919 年 12 月末に創刊した時事週刊誌『毎週評論』の編集人にも連なり、すでに若手
言論人の中に名をつらねていた。 































































































1919 年 7 月の成立大会に先立って、王光祈は、会務報告を 3 月から毎月定期的に発行しており、5 月 1
























































































































































した認識」であるとしつつ、「少年中国」実現を掲げる運動の精神と理論を「少年中国主義」と名づけた。   
王は、自分の考えを、彼独自のものであると限定しているが、それは、「少中」会員に指導的な影響を























































































































































































1925 年 7 月の南京大会では、国家主義者と共産主義者の対立を打開するため、改組委員会が組織され
た。対応策を一任された同委員会は、会内の統一を主張する王に、帰国して「少中」再建に尽力して欲し
いと要請した236。  
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報』第 12、2007 年〕がある。合わせ参照されたい。 
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惲代英書」(1921 年 3 月 12 日)『少年中国』第 2 巻第 11 期「会員  通訊」、1921 年 5 月。このような調査を実施 
したことから少年中国学会を見ると、社会的自立の前段階にある知識青年層の組織であり、さらに、海外留学も可 
能な上層社会出身者からなる青年組織であったとことは明らかである。 
230 「致惲代英書」(1921 年 3 月 12 日)『少年中国』第 2 巻 11 期「会員通訊」、1921 年 5 月。 
231 前掲王汎森「近代知識份子自我形象的転変」17 頁。 
232 南京大会の報告は「少年中国学会問題」『少年中国』第 3 巻第 2 期。 
233 前掲「少年中国学会問題」参照。この時は、惲代英が、両派の間の調停役であった。 
234 前掲王「『少年中国運動』序言」、『王光祈文集――時政文化論』162 頁。 
235 惲代英「書評『少年中国運動』」(1924 年 11 月 15 日)、前掲『五四時期的社団』(一)、473―478頁。 
236 「致少年中国学会同志書」(1925 年 8 月 31 日)、前掲『王光祈文集――時政文化論』、502―503頁。 













                                                                                                                                                                










































































































とする。時期は 1919 年 10 月の最初の手紙から 1921 年初め、惲が王光祈の手紙に当てて書いた長文の手
紙の間の時期である。 
著名な中国共産党員であった惲代英の初期の研究史料は、今日比較的多数残されており、原文を直接見




























































































年少である。武昌の中華大学附属中学第２班に在学中の 1917 年 11 月に、惲が組織した互助社に参加し
た。1918 年秋、北京大学予科に入学し、翌年五四運動に参加した。7 月 28・29 日の北大学生事件で逮捕
された 11 人の一人である269。8 月 26 日釈放された後、この事件で有名になった劉を、王光祈は『少中』
に誘った。劉の入会は 8 月末であろう。 






に届いた。惲は直ちに、王にあてた手紙を書き270、『少中』へ 10 月 1 日に正式に入会した。 














































7 月 25 日の『日記』によると、中華大学の啓智図書室附属の購買部の取り扱い新刊雑誌の中に、当月
15 日に創刊されたばかりの「少中」の機関誌『少年中国』が入っている。『日記』では、9 月 13 日に『少
年中国』が彼のもとに届き、18 日には、『新青年』と『少年中国』を読んだと記している。 





らに、南京の左舜生とも 11 月 17 日と 12 月 16 日に会務上の手紙の交換をした。『日記』から見えるこの
ような頻繁な「少中」指導部との通信連絡は、当時執行部主任であった王光祈の意欲的な組織活動の反映
であるとともに、惲が新しい活動に向けて準備を開始していることを示している。 
当時の王光祈の活動をみると、惲の入会後まもなく武昌を訪問した。王の南下は、新たに 1920 年 1 月
から発行する「少中」の第 2 機関誌『少年世界』の出版と販売の事業を引き受けてくれることになった上
海の亜東書店との交渉のためであった。王は、10 月 25 日に北京を出発して、上海へ行き 11 月 9 日に帰
京しているが、その途上各地で入会者を組織した275。 













































































提案」に始まり、以後は新生活の構想を友人たちと話し合っている。12 月 22 日に「我們的新生活」を書
き292、独立事業を起こすこと、その事業は、初歩的な一歩として共同生活と書店経営を結合するものであ
























いたらしいことがわかる。さらに『少年中国』第 1 巻第 4 期（10 月 15 日発行）には、「本月刊代派処」
（取り扱い処）として、「武昌中華大学惲代英君」が明記されていた。 
12 月 16 日の『日記』には『少年中国』の販売を取り次いでいることを記録している。第１巻第４期は
50 部、第５期は 100 部が送られて、30 部、50 部を売っていることが記録されている。胡適の短編小説も




後押しした。そして、翌年 1920 年 2 月 1 日に利群書社が開店した297。 
当時『時事新報』副刊「学灯」を編集していたのは、「少中」の会員宗白華であった。宗に送った手紙









惲代英が武昌から北京に来た 1920 年 3 月、「少中」の北京総部では、執行部主任に陳愚生が就任し、
機関誌『少年中国』の編集委員会が再組織され、李大釗、黄日葵が正副の主任に就任した。 





が北京工読互助団第一組へ見学に来たという同組の傅彬然の証言があり299、同組は 3 月 23 日に解散して
いるため解散以前に来ているとして、惲は 3 月半ば頃には北京に来ていたと考えられる。傅彬然によると、


































































あった。   
















































































































244 「致若愚（王光祈君）信」、前掲『日記』(1919 年 9 月 9 日、621―625 頁)。『惲代英文集』上巻(106―110 頁)に
も掲載されている。 
245 前掲『惲代英年譜』(149頁)。 
246 発起者 7人（雷宝菁は 1918年東京で死亡）から 1920年当時は、会員 7、80数名までに達していた。 
247  武漢の五四運動については、田子渝『武漢五四運動史』と後藤延子「惲代英と武漢五四運動」『近きに在りて』
第 43号、2003 年を参照。 
248 惲は、論文「一国善勢力の養成」を書いている。『青年進歩』第 16 冊、1918 年 10 月(未見)。後藤延子「惲代英
の五四時期の思想―日記を中心に―（二）」『信州大学人文科学論集』第 29号、1995 年、19―21頁。 
249  後藤延子、同上「惲代英の五四時期の思想―日記を中心に―（二）」19―21頁。 






                                                                                                                                                                
を破壊するもの即ち中国の家庭であると告発している。 
251 「什麽是善」初出は、1919年４月 26・27 日『晨報』。『王光祈文集』第４巻。『五四時期的社団』(二)、143頁。 
252 『回憶惲代英』人民出版社、1982年、244頁。 
253  毛沢東は 1919 年 12 月から 20 年 1 月の間に入会した。『少年中国』第１巻第８期。彼が湖南省長沙で 1920 年９
月に成立させた書店の文化書社や自修大学の試みも同様の新文化運動の一環であり、「少中」の社会運動に連なる
とみるべきである。湖南・湖北の両湖地方の密接な関係に注意したい。 
254 王光祈「致代英兄」(1920年 12月 10日記)『少年中国』「会員通訊」、第 2巻第 11 号、1921年５月。 
255 惲代英「致王光祈」(1921年 1月)『少年中国』「会員通訊」、第２巻第 12期、1921年 6月、『惲代英文集』上巻、
305―315頁。 




258 「為少年中国学会同人進一解」(1922年 6 月)『少年中国』第３巻第 11 期。『惲代英文集』上巻、326頁。 
259 李良明・鐘徳濤主編『惲代英年譜』華中師範大学出版社、2005年。後藤延子「惲代英の出発――五四前夜の思想
――」『信州大学人文科学論集』第 16 号(1982 年)、「惲代英の五四時期の思想―日記を中心に――（一）」同上第
28 号(1994 年)、「惲代英の五四時期の思想―日記を中心に――（二）」同上、第 29 号(1995 年)、「惲代英と武漢
五四運動」『近きに在りて』第 43号(2003 年)、砂山幸雄「『五四』の青年像――惲代英とアナーキズム――」『アジ
ア研究』第 35 巻第 2 号(1989 年)、狭間直樹「五四運動の精神的前提――惲代英のアナキズムの時代性――」東方
学報第 61冊、1989年。 





262 「五四運動前後の王光祈」、『花園大学研究紀要』22 号(1990 年)等があり、『青春群像――辛亥革命から五四運動
へ――』汲古書院、2012年に所収。 
263 前掲後藤論文「惲代英の出発」3頁。 
264 前掲砂山論文 37―38頁。 





う李義彬の「少中」評価を引用している。李義彬「少年中国学会内部的闘争」（『近代史研究』1980 年第 2 期）。こ
の点に)砂山の議論に不十分さがあると考える。 
267 徐則浩「惲代英在安徽」。前掲『惲代英学術討論会論文集 1985』(289―303頁)。 
268 同上。 
269 劉仁静については、前掲山田辰雄編『近代中国人名辞典』の「劉仁静」の項(砂山幸雄）参照。惲は、『日記』(1917
年 11 月 1 日、174 頁)で、劉が将来有望な人材であると期待している。北大学生事件については、小野信爾「労工





273 前掲「致若愚(王光祈君)信」(1919年年 9月 9日)。 




275 王のこの会務のための旅行については、王光祈「会務紀聞」『少年中国』第 1巻第 6期(1919 年 1２月)。 
276 前掲『王光祈文集』第 4 巻「動的訓練」(505―509頁) 
277 講演の日時は、10月 27日であるが、『日記』は 1919 年 10月 26日付に書いている。たぶん余白の部分に、後日、
記入したのであろう。 






                                                                                                                                                                
も王に紹介していたが。魏はまだ中学生で入会していない。 
280 「少年中国学会消息」『少年中国』第４巻第 11 期、1924 年 3 月。 
281 「会員通訊」(左舜生から曾琦らへの手紙)(1919 年 11 月 22 日)『少年中国』第１巻第 7 期、1920 年 1 月。 
282 「会員通訊」（1920 年 2 月 5 日）「少年中国」第 1 巻第 11 期。『新声』半月刊は、林育南らの新声社の機関誌で、





283 『新青年』第６巻第 3号（1919年 5月）。 
284 前掲『惲代英年譜』1920年 2月 5日の項目、166頁） 
285 惲は、「五四運動が中国革命の好機会であったが、残念なことに民衆のために働く人が少なく、無連絡だったう
え、勇敢でなかったため、みすみす機会を失った」と常に言っていた。「致胡業裕」前掲『惲代英文集』上、246頁。 
286 『日記』「1919年 12 月 17日」(676頁)。 
287 前掲『惲代英年譜』1920年 1月(165頁)。 
288 前掲『惲代英文集』上、(111頁―116頁)。 
289 『惲代英日記』「1919年 9 月 28日」(634 頁)。寝たきりの障害者であった弟の子発の容態が悪化していたが、こ
の日、死去した。享年 22歳。 
290  惲代英「駁不孝有三無后為大」、前掲『文集』上、111―116頁。 
291 「我們与中国的前途『日記』「1919 年 9 月 27 日」(632―634 頁)。『亡国奴之日記』や『亡国稗史」を買い読んだ
ことも救国の任を痛感させたと思われる。『日記』「1919年 8月 14日」(604頁)。 
292 「我們的新生活」は、「共同生活的社会義務」と改題されて、翌年 1920年１月 22日『時事新報』副刊『学灯』に
紹介された。前掲『惲代英文集』上(117―122頁)。「共同生活的社会義務」は、利群書社の成立宣言であった。 
293 『日記』「1919年 12 月 18日」(676―677頁)。 
294 武昌工学互助団(または、武昌工読互助団)は、1920年 3月 20日に武昌文華公書林で成立大会を開いた。前掲『五
四時期的社団』(二)473―474頁。前掲『武漢五四運動史』「大事記」、(292頁)。 
295 「傭読生活の順次普及」『日記』(1917年 3 月 21日)、53 頁。傭読主義とは、雑誌投稿や学校で教えて、その収入
で書籍を購入し、家庭の負担を減らす「苦学」のことである。将来の経済的自立のための準備でもあると考えて、
友人たちにも勧め、広がっていた。前掲後藤論文「惲代英と武漢五四運動」、82頁。 
296 『日記』「1919年 12 月 16日」、676頁。 
297  長沙の文化書社は、惲代英らの信用紹介で書店の保証金が免除された。文化書社の経理担当の易礼容は、利群書
社の社員でもあった。前掲『五四時期的社団』（一）、53頁 
298  惲代英「致宗白華」（1920年 2月 23日）『惲代英文集』上巻、124頁。 
299  傅彬然「憶北京工読互助団」前掲『五四時期的社団』(二)、493頁。 
300  叢書編訳部は規約上の組織で、1920 年３月の北京常会で、「少年中国学会叢書編訳部簡章」が作成された。前掲
『少年中国』第１期第 10期、1920年 4月。4月 10日の常会で惲代英が執行部より叢書編訳部の専任担当に推薦さ
れ就任した。『少年中国』「会員通訊」、第 1 巻第 11期、1920年 5月。 
301  惲代英「致少年中国学会同人」(1920 年 4 月 22 日)『少年中国』「会員通訊」、第１巻第 11 期、1920 年 5 月『惲
代英文集』上、138―141頁。「致少年中国学会全体同志」(1920年 4 月 22日)『少年中国』「会員通訊」第 1巻第 11
期、1920年 5 月。『惲代英文集』上、141―149頁。 
302  カウツキー『エルフルト綱領解説』は当初、商務印書館の企画であったが中止となり、『階級争闘』の題名で『新
青年叢書』第８冊として新青年社から 1921年 1月に出版された。 
303 「致胡業裕」(1920年 10月)で、劉仁静との間にあった思想上の対立について触れている。前掲『惲代英文集』上、
246頁。 
304  惲「怎様創造少年中国」『少年中国』第 2巻第 3期、1920年 9月。前掲『惲代英文集』上、213頁。 
305  同上 219頁。 
306  惲「未来之夢」(1922年 10月）、前掲『惲代英文集』上巻(228―245頁)。 
307 「社会主義に関する討論(九) 東蓀先生再び頌華兄へ答える」と「社会主義に関する討論(十三)陳独秀先生の東蓀
先生への返信」新青年社編集部『社会主義討論集』(1922年)。この中で、惲の「未来之夢」がとり上げられた。 
308  劉仁静「致代英」(1920年 12月 2日)『少年中国』「会員通訊」第２巻第９期、1921年 3月。 
309  惲代英「致劉仁静」(1920 年 12 月 21 日)『少年中国』「会員通訊」、第２巻第 9 期。または、前掲『惲代英文集』
上巻、257―263頁。 
310  同上。 
311  王光祈「致代英」(1920年 12月 10日)『少年中国』「会員通訊」、第２巻第 11期、1921年 5月。 
















315 惲代英「致王光祈」『少年中国』「会員通訊」、第２巻第 12期。 
316 王光祈「致代英兄」(1920年 12月 10日)「会員通訊」、『少年中国』第２巻第 11期、61頁。 
317 惲代英「致王光祈」『少年中国』「会員通訊」、第２巻第 12 期、1921 年 6 月。 
318 王光祈「致代英兄」(1920 年 12 月 10 日)『少年中国』「会員通訊」、第２巻第 11期、1921年 5月。 
319 惲代英「致王光祈」(1921 年１月)。『少年中国』「会員通訊」、第２巻第 12 期、1921 年 6 月。 
320 王光祈「致代英兄」 (1920 年 12 月 10 日) 『少年中国』「会員通訊」、第２巻第 11 期、1921 年 5 月。 
321 この調査表の質問項目は、「一生の研究学術のテーマ、従事する事業、その地点、各人の生活維持方法」であっ
た。｢終身志業調査表｣前掲『五四時期的社団』（一）420―435頁。 
322 王光祈「致代英兄」(1920年 12月 10日)、『少年中国』「会員通訊」、第２巻第 11期、1921年 5月。 




働運動に従事した。山田辰雄編『近代中国人名辞典』「林育南」(中村楼蘭)の項参照『少年中国』第２巻第 12 期。 
327 林育南「悼唐際盛同志」『中国青年』第 6巻第１号(126期)、1926年。 
328 惲代英「致王光祈」『少年中国』「会員通訊」、第２巻第 12期、1921年 6月。 
329 王光祈は先の「終身志業調査票」の「将来終身維持生活之方法」の項目に対して、手工芸及び教育と回答してい
た。 
330 王光祈「致代英兄」(1921 年３月 12 日)、『少年中国』「会員通訊」、第２巻第 11期、1921年 5月。 






































































































































































































































































































































































































































                                                  
註 
333  吉澤誠一郎「五四運動から読み解く現代中国――ラナ・ミッター『五四運動の残響』を手がかりに――」『思想』
第 1061 号、2012 年、147 頁。 
334  傅斯年が五四運動に関して書き残している文章は、「五四偶談」(1943 年 5 月４日『中央日報』、『伝記文学』第
14 巻第 5 期、1969 年)と「“五四”二十五年」(1944 年 5 月 4 日重慶『大公報』星期版、『傅斯年全集』第４巻)の 2
編の文章だけである。そのほかに、1932 年の陳独秀逮捕事件に際して書いた「陳独秀案」では、陳独秀と中国革





























斯年全集』第 7 巻、235 頁。 
345  王光祈同上「旅欧通信、分業与互助」。 




7 月 3－5 日『晨報』、前掲『傅斯年全集』第１巻、384 頁。 













るのではないが、独身主義を堅持すると述べている。彼は天津府立中学堂で学んでいた 16 歳の時に、郷里で母の 
裁量によって、聊城の紳士の娘丁馥萃と結婚していた。しかし、既婚の傅は、この時点で独身を宣言している。後 
に、傅は 1934 年 39 歳の時、丁馥萃と離婚し、友人の妹兪大綵と再婚している。兪大綵は、上海滬江大学を卒業 
し現代的教育を受け、英語が得意であった。一方、王光祈は、やはり故郷に妻を残していた。呉虞の娘との恋愛事 
件で傷つき、それがきっかけで、当初の経済学研究の目的を音楽学の研究に転向したと言われる。惲代英は妻を難 
産で失った。再婚を拒絶し、以後 10 年独身を宣言、10 年の誓約を守った後に亡妻の妹と結婚している。この世代 
の青年知識人には結婚問題は極めて苦痛を伴うもので、彼らは自らの意思を貫くために相当の抵抗を行った。 
351 本論第２部第２章参照。王光祈「『少年中国運動』序言」『少年中国運動』、中華書局、1924 年。『王光祈文集』
第 4 巻、巴蜀書社、2009 年。 
352 前掲傅斯年「悼王光祈先生」。多くの留学生の実態は、このように真面目に学業にはげむ留学生生活を送ってい 
たわけでは無かった。 
353 傅斯年「時代与曙光与危機」欧陽哲生『傅斯年全集』第 1 巻、湖南教育出版社、356 頁。 
354 王光祈が平民教育講演団で行った演説には、3 月 4 日の蟠桃宮のお祭りの縁日の「甚嗎是善」の題目と５月１１
日の「青島交渉失敗的原因」の題目の２つの演説が知られる。「北京大學平民教育講演団」講演報告『五四時期的
社団』(二)143 頁、147 頁。「甚嗎是善」は、1919 年 4 月 26、27 日『晨報』に連載された。『王光祈文集』第４巻
に所収。なお、1919 年 5 月 11 日『毎週評論』に「為青島問題敬告協約国」が掲載されており、翌日の講演の内容
が推測される。『王光祈文集』第４巻 41―43頁。 
355 傅斯年「追憶王光祈先生」は、左舜生等撰『王光祈先生紀念冊』王光祈先生紀念委員会編(『近代中国史料叢刊第
19 輯』として文海出版社により再刊)の中の 1 篇である。『王光祈先生紀念冊』は、王光祈が、1936 年ドイツのボ
ンで客死した知らせを受け、彼を愛惜する友人たちが彼の追悼会を上海、南京、成都で開催し、彼を追憶する文章
を寄せた。この回想録は、北京大学での傅斯年と王光祈の二人の交友関係を伝える文章である。それによると、傅
斯年と王光祈が初めて会ったのは 1918 年である。たぶん 1918 年の秋であろう。丁度、傅斯年が、新潮社を組織
し、翌年 1 月 1 日雑誌『新潮』を発行、学術、文学、社会の多方面で評論活動を開始していた時である。一方、王
光祈は、北京にある私立中国大学を 1918 年夏に卒業し、卒業後は、北京大学の聴講生で、同郷の四川出身の北京






潮』第 1 巻第 1 号、1919 年、『傅斯年全集』第 1 巻)で、フランス革命を政治革命とし、それは大半が過去のもの
となったとみなし、ロシア式の社会革命がいたるところに、広まっていると述べている。一方、王光祈も当時、陳
独秀や李大釗、張申府の発行した『毎週評論』に撰稿者として参加し、若愚のペンネームで「国際社会之改造」（1918
年 12 月 22 日『毎週評論』、『王光祈文集』第 4 巻）『「国際的革命」(1919 年 2 月 23 日『毎週評論』、『王光祈文集』
第 4 巻)や「無政府主義者与国家社会主義」(1919 年 3 月 6 日『毎週評論』、『王光祈文集』第 4 巻)の記事を書き、
ロシア革命を論じていた。王の文章の中には、傅斯年が「中国は無社会の国である」という言説を引用するなど、
傅斯年から受けた影響のあとを見ることができる(「旅欧通信、分工与互助」(『少年中国』第 2 巻第 7 期、1921
年、『王光祈文集』第 4 巻、478 頁)。彼ら二人は、北京を舞台にした五四運動前後の時期において、新潮社、少年
中国学会を組織して、当時の青年の間でいわゆる「スター」と賞賛されたほどの青年リーダーであった。互いに影
響を与え、互いを意識するライバル関係にあったのではないかと推察される。 















                                                                                                                                                                
361 同上。文化は積み上げて山になる。後の者が先の者を追い越して、いよいよ文化は、高度なレベルに達すること
ができると傅は述べていた。 
362  前掲「“五四”二十五年」261―263頁。傅は国粋主義が国を誤った道に導くとして、文化保守主義者を批判した。 
363  傅斯年「青年的両件事業」前掲『傅斯年全集』第 1 巻、387 頁。 
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